










要旨: 1、新潟県における小児慢性特定疾患一慢性腎疾患の 1994/11/29～1997/12/10 にお

ける新規申請者は 174 例であり、IgA 腎症とネフローゼ症候群が 50 例で最も多く、紫斑

病性腎炎が 24 例、慢性糸球体腎炎が 15 例であり、これら 4疾患で全体の 80%を占めた。

 2、各疾患の症状の有無については、紫斑は紫斑病性腎炎全てに観察され、ネフローゼで

は 96%に浮腫がみられた。先天性要因による腎不全例では 83%に食思不振、成長障害等の

症状があった。

 3、  IgA 腎症、巣状糸球体硬化症、膜性増殖性腎炎では、無症候性の症例が 74～100%あ

った。


